


























































































せる慰めの書（Ad Marciam de Consolatione）』16 : 1），男性は命令のため，女性は服従の
ために生まれてきたと女性（とりわけ上流の女性）に対して否定的な発言を繰り返してい




































































































を退けるために，長い神学的論述が続く（1 : 9-2 : 23）。そして，3章 1節-4章 6節に記
された倫理的な勧告において，家庭訓が示される。「上にあるものを求める」（3 : 1-4）こ
とを促し，この世界に属していない（2 : 2，3 : 2，5）と読者を規定する送り手は，なぜ，
この世での処世術として一連の勧告句を綴るのであろうか。それは，キリストが現れる際，
（10）　この他，使徒教父文書群に含まれる家庭訓は以下。Iクレ 1 : 3，及び 21 : 6では若者と妻，














に，「善き，冷めたこの世性（gute und nüchterne Weltlichkeit）」がこの箇所にも確認でき
る（15）。







く（ὡς ἀνῆκεν ἐν κυρίῳ）」としており，この命令の主体は前節まで語られている主イエス・
キリストであることを印象付ける（3 : 20，22-24，4 : 1も同様）。「主にあって（ἐν 
κυρίῳ）」は，ヘレニズム世界に流布していた家庭訓をキリスト教が取り入れ，それをキリ
スト教化する際，付加した語句であろう（19）。20節にある子供に対する勧告でも「主に喜ば





テサ 4 : 1以下で，パウロは受け取り手に「どのように歩むべきか」「神を喜ばせるべきか」と問い
掛ける。「神の意志」に従い，この世界での「不品行」から遠ざかり，相応しい振る舞いを奨励する。
一連の勧告句を綴った後，パウロは 4 : 13以下でキリストの再臨について語り始める。再臨に向け























論が存在している（1 : 22，3 : 10，21，5 : 23-25，27，29，32参照）。21節には 22節以降
の家庭訓への導入句として，「キリストへの畏れのうちに，互いに従属し合いなさい
（Ὑποτασσόμενοι ἀλλήλοις ἐν φόβῳ Χριστοῦ）」とあるように，家庭訓で語られる従属の根拠
をキリストと教会に置いている。女性に対する従属の理由を，「教会がキリストに従属す
る（ὑποτάσσω）ように，女もまたすべてのことに関して夫に〔従属せよ〕」（5 : 24）とし




教えが置かれている（エフェ 3 : 19，5 : 25，28，33）。
さらに，「キリストは教会の頭」「夫は妻の頭」（Iコリ 11 : 3参照），「キリストの体の一





















説く言葉がある。これはロマ書 13章 1-7節の言説を展開した内容である（テト 3 : 1-2も
同様）。また 2章 9-15節では，女性の外面的な装飾が否定されている点は Iペトロ書と共
通しており，パウロの女性への沈黙命令を敷衍する形で女性への勧告が記されている（I
































































































































始まり，前節までの奴隷への勧告と関連付けている（3 : 7も同様）。また，2章 13節以降
の勧告句で度々使われている「従いなさい（ὑποτασσόμεναι）」という語句は（2 : 13，18，3 : 5，
22，5 : 5参照），3章 1節でも繰り返されている。この受動態現在分詞は，2章 18節同様，
命令形として理解する（27）。夫に従う理由は「ἵνα」節で説明され，「たとえ御言葉に従わな
い夫であっても」と条件が加えられる。「従わない（ἀπειθέω）」は，同書簡では神に従わ

















（27）　Vgl. Brox, 142（ブロックス，189頁）; Goppelt, 214 ; Michaels, 157 ; Elliott, 554 ; Schreiner, 148 ; Dubis, 

















ロ書において多用されており，同書簡に特徴的な語句である（1 : 15，18，2 : 12，3 : 2，
16参照）。この書簡では，地上での読者の生き方（振る舞い）を指示する勧告句がその中
心に位置している。先述したように，この世界で神の意志に従っていかに生きるべきか（歩
むべきか）を説く姿勢は，パウロ書簡においてすでに確認できる（Iテサ 4 : 1-2，ロマ
12 : 2他）。むしろ，それこそがパウロ書簡の中心的テーマとも言えよう。Iペトロ書では，
苦難のなかにあってもキリスト者として（「w`j Cristiano,j」4 : 16）この世での相応しい振
る舞いを指示している（33）。ただし，この世だけに集中しているのではない。この世での振
る舞いは，「火のような試練」（4 : 12）を耐え忍ぶことで，やがて到来する栄光を受ける
という約束に基づいている（4 : 13，5 : 1，10）。地上での生き方（振る舞い）を確かにす
る者は同時に，天上での約束も確かにされるのである。
3節では Iテモテ書 2章 9-10節でも記されているような，妻の「外面的な装い（ἱματίων 
κόσμος）」について言及される。妻に対して，身に付ける装飾品を制限し，禁欲的な生活
を送るように促される（34）。4節「柔和で穏やかな霊という不滅なものにおける（ἐν τῷ 
ἀφθάρτῳ τοῦ πρᾳέος καὶ ἡσυχίου πνεύματος）」とある。直訳すると「柔和で穏やかな霊の不
滅さにおける」である。「不滅なもの（ἄφθαρτος）」という語句は，同書簡でしばしば登場
し（1 : 4，23），限界のない天上的な永遠性を意味していると思われる（Iコリ 9 : 25，
（31）　Iコリ 9 : 19-22においてパウロは信者の獲得を語る文脈でこの語句を用いている。「著者は，キ
リスト者女性が品よく振る舞うことによってキリスト教共同体に対する悪意のあるうわさをかわ
し，うまく非キリスト者の夫たちをも改宗させることを願ったのであろう。これは，『無言の行い』
（3 : 1-2）によって，つまり妻が説教することなしに夫を獲得することなのである。」Corley, 352（コー
レイ，274頁）.
（32）　ガラ 1 : 13，エフェ 4 : 22，Iテモ 4 : 12，ヘブ 13 : 7，ヤコ 3 : 13，IIペト 2 : 17，3 : 11参照。
（33）　「試練（peirasmo,j）」（1 : 6，4 : 12），「苦しみ（lu,ph）」（2 : 19），「苦難，苦しみ（pa,qhma）」（1 : 11，
4 : 13，5 : 1，9）など，直面する厳しい現実を示唆する言葉が散見される。
































（ἀγαθοποιέω）」は，度々，Iペトロ書で用いられる語句である（2 : 15，20，3 : 17参照）。
妻に対しても同様に善を行うことが勧められる。「いかなる脅しにも恐れない（μὴ 





（36）　「希望（evlpi,j）」は Iペトロ書で度々言及される重要語（1 : 3，13，21，3 : 15）。




















に見られる（Iテサ 4 : 4参照）。「弱い（ἀσθενής）」とは精神的，道徳的な弱さではなく（ロ
マ 5 : 6，Iコリ 8 : 9），むしろ，肉体的な弱さを意味していると思われる（マタ 25 : 43，
使 4 : 9，5 : 15以下）（41）。「命の恵み」を「共に受け継ぐ者（共同相続者）」という語句も，










Goppelt, 221 ; Achtemeier, 218. 
（41）　Vgl. Schelkle, 92 Anm. 1.
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比べると緊張感がやや増している（42）。おそらく，それは迫害の現実を目の当たりにしてい
るからだと思われる（1 : 6，4 : 12，5 : 8他）。いずれにせよ，同書簡は明確に終末論的目
標を提示し，それに向かう読者の実存を説いている。ただし，読者は「しばらくの間














天上での遺産を受け継ぐことが約束される（1 : 3-4）。続いて 5節には「あなたがたは，
終わりの時に顕にされるように備えられている救いを受ける」とある。ここでは終わりの





（4 : 13，5 : 1，4）。終末時に到来する再臨のキリストについては，書簡の冒頭（1 : 7）と
最後（5 : 4）で語られている。再臨時に読者は栄光を受けることが宣言される。この目標
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